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資料１ 

 

出典：本校の規定より 
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資料２ 

Society 5.0「科学技術イノベーションが拓く新たな社会」 

 

 

出典：「Society 5.0－科学技術政策－内閣府」（令和 6年 2月 29 日時点） 

掲載サイト：https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/ 
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資料３ 

デジタル技術の活用の支援—愛知県 

 

 

出典：デジタル技術活用の促進について－愛知県－ネットあいち（令和 6年 2月 28 日時点）

https://www.pref.aichi.jp/site/aichi-pref-iot/ 
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資料４ 

あいち経済労働ビジョン 2021-2025 

 

出典：「あいち経済労働ビジョン 2021-2025」（令和 6 年 2月 28 日時点） 

掲載サイト：https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/414463.pdf 
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資料５ 

18 歳人口と高等教育機関への進学率等の推移 

 

 

出典：「中央教育審議会総会（第 137 回）会議資料－参考資料集」（令和 6年 2月 28 日時点） 

掲載サイト：https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000255573.pdf 

 

「平成 24(2012)年の大学進学率 50.8%」部分、出典：文部科学省白書２０１２  
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資料６ 

都道府県別 18 歳人口予測推移 

 

出典：都道府県別 18 歳人口予測推移 文部科学省「学校基本調査」に見る募集ターゲットの

地域別減少予測，株式会社教育企画センター 

掲載サイト（令和６(2024)年３月３日時点）：https://www.pcpe.jp/blog/20230330-210/ 
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資料７ 

令和 4 年度 学校基本調査結果 - 愛知県 

Ⅱ 卒業後の状況調査 

 

出展：令和 4年度学校基本調査結果－愛知県 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/gakkokihon2022.html 
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出展：令和 4年度学校基本調査結果－愛知県 掲載サイト（令和 6年 2月 28 日時点）

（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/gakkokihon2022.html） 
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資料８ 

リクルート進学総研 マーケットリポート 2023「18 歳人口推移、 

大学・短期大学・専門学校進学率、地元残留率の動向全国版 
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出典：リクルート進学総研 マーケットリポート 2023 Vol.107 2024 年 2月号「18 歳人口

予測、大学・短期大学・専門学校進学率、地元残留率の動向 全国版」、掲載サイト

（令和 6年 2月 28 日時点） 

https://souken.shingakunet.com/research/pdf/2023_souken_report/2023_souken_report.pdf 
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資料９ 

大学通信教育課程の学生数 

 

 

 

 
出典：学校基本調査（文部科学省）から本学が作成  

和暦 西暦 学生数(人)

令和2年 2020 161,142

令和3年 2021 170,277

令和4年 2022 179,877

令和5年 2023 184,499

大学通信教育課程の学生数

※令和2年～5年学校基本調査より本学が作成

年度 
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資料１０ 

通信教育課程の学生数（18 歳～22 歳） 

 

 

  

  

出典：学校基本調査（文部科学省）から本学が作成  

和暦 西暦 学生数（人）

令和1年 2019 18,712

令和2年 2020 20,840

令和3年 2021 25,414

令和4年 2022 30,857

※令和１年度～令和４年度学校基本調査から本学にて作成

通信制大学の学生数（18歳～22歳）
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資料１１ 

通信制高校の生徒数 

 

 

 

出典：学校基本調査（文部科学省）から本学が作成  

和暦 西暦 学生数（人）

令和1年 2019 197,696

令和2年 2020 206,948

令和3年 2021 218,389

令和4年 2022 238,267

令和5年 2023 264,797

通信制高校の生徒数

※令和1年～令和5年 学校基本調査から本学にて作成
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資料１２ 

通信制高校卒業後の通信教育課程への進学数 

 

 

 

 

出典：学校基本調査（文部科学省）から本学が作成  

和暦 西暦 学生数（人）

令和1年 2019 563

令和2年 2020 852

令和3年 2021 1,339

令和4年 2022 2,070

通信制高校卒業後の通信教育課程への進学数

※令和1年度～令和4年度学校基本調査から本学にて作成
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資料１３ 

大学通信教育の現状 

 

 

 

 

出典：公益財団法人私立大学通信教育協会「2024 大学通信教育ガイド（大学・短大編）」 
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資料１４ 

私立大学通信教育協会「2023 大学通信教育ガイド」開設学科一覧 

 

 
出典：公益財団法人私立大学通信教育協会 2024 大学通信教育ガイド（大学・短大編） 
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資料１５ 

 

  

出身高校の所在地県別の入学者数の構成比(上位５都道府県)

令和５年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 愛知県 42人 25.5%

2 岐阜県 15人 9.1%

3 静岡県 6人 3.6%

4 三重県 5人 3.0%

5 鹿児島県 5人 3.0% 東海4県

全　　体 165人 100.0% 41.2%

令和４年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 愛知県 60人 37.3%

2 岐阜県 14人 8.7%

3 三重県 7人 4.3%

4 静岡県 3人 1.9%

5 北海道 4人 2.5% 東海4県

全　　体 161人 100.0% 52.2%

令和３年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 愛知県 89人 47.3%

2 三重県 10人 5.3%

3 岐阜県 9人 4.8%

4 宮城 4人 2.1%

5 静岡県 3人 1.6% 東海4県

全　　体 188人 100.0% 59.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」より作成。
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資料１６

通信制・定時制高校との連携協定一覧 

高校名 課程 協定 

クラーク記念国際高等学

校名古屋校 

通信制 受験協定 － 

志学高等学院 通信制 受験協定 高大連携協定 

愛知県立城北つばさ高等

学校 

定時制 受験協定 高大連携協定 

こころ未来高等学校 
(学校法人第二岩永学園) 

通信制 受験協定 高大連携協定 

※協定書は次ページ以降に添付



名古屋産業大学受験に関する協定書

クラーク記念国際高等学校名古屋学校(以下甲という)と 名古屋産業大学(以 下乙という)は名古

屋産業大学入学試験に関し、 ド記の通り協定するc

1 目  白勺

(1)甲 の高校生の進路選択の幅を広げることに関し、乙は協力するものとする。

(2)乙は、甲の高校生の経済的負担を軽減 して、乙の人学試験を受け易くする環境を提供するc、

この経済的負担の軽減は、乙は甲の高校生に適用する。

2.情報提供
(1)甲 は、甲の高校生が、乙の資料提供を求めた場合は、積極的に乙の資料を提供する。

(2)甲 は、甲の高校生が、乙の見学あるいは教育内容について説明を求めたときは、乙の入試

広報室へ連絡を行い、乙が対応する。

3.特 典
乙の実施する総合型選抜、学校推薦型選抜 (指定校制)に合格した者のうち、特待生 1名
には乙の定めた入学金全額と授業料の 1/4額 (4年間)を免除し、初年度経済支援生 1名 に
は入学金全額と授業料の 1/4額 (初年度のみ)を免除する。なお、詳細については別紙奨学
金制度に定める。

4.協定期間
本協定は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 までとする。ただし、新しい年度の

入学試験日の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、

本協定は 1年間継続するものとし、以後も同様の扱いとする。受験者への平等性を確保する

ため、年度内中途での協定の解除は行わないものとするc

5.備 考
本協定内容について疑義が生じた場合は、誠意を持って甲乙協議するものとする。本協定

に必要な事項に関しては甲乙協議の上、別途定めるものとする。

本協定の成立を証するため本書は 2通作成し、甲乙記名捺印の上各 1通を保持する。

令不日6年 2´月 9日

(甲)住所 愛知県名古屋市中村区名駅 3丁 目12-12竹 生ビル 2F
クラーク記念国際高等学校名古

えκンl蠍久  ズ〃 ィタκ:ザ

(乙)住所 愛知県尾張旭市新居町山の田3255-5
名古屋産業大学

学長
高 本 弘 應



高大連携事業に関する協定書

志学高等学院 (以下 「甲」という)と名古屋産業大学 (以下 「乙」という)は、高大連
携事業を実施するにあたり、以下のとおり協定書 (以下「本協定書」という)を締結する。

第 1条 (目 的)

本協定書においては、十分な能力・意欲のある甲の在校生が、大学レベルの教育研究に

触れる機会を設け、それらの成果をフィー ドバックした教育を展開するための高大連携事

業に関する基本的な事項を定める。

第 2条 (事業内容)
前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について連携協力する。

(1)高大連携事業のために実施する教育プログラムの策定

(2)前項の教育プログラムに沿った高大連携講義の実施

(3)高大連携事業に関して必要な情報交換および勉強会の実施

(4)その他、双方が協議し同意した事項

第 4条 (その他)
本協定書について疑義や問題点が生じた場合は誠意を持って甲乙協議するものとする。

また本協定書に定めのない事項については甲と乙が協議の上、別途定めるものとする。

本協定書の成立を証するため本書は 2通作成し、甲乙署名捺印の上、各 1通を保持する。

令和 6年 2月 9日

(甲)住所 愛知県名古屋市中区栄4丁 目16-29中統奨学館ビル5F

志学高等学院

校長  村 松  利 之

(乙) 愛知県尾張旭市新居町山の田3255‐ 5

名古屋産業大学

学長  嵩 本 弘 恵

第 3条 (本協定書の有効期間)
本協定書の有効期間は、協定書締結の日から令和 7年 3月 31日 までとする。ただし、
期限の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、本
協定書は 1年間継続するものとし、以後も同様の扱いとする。



名古屋産業大学受験に関する協定書

志学高等学院(以下甲という)と 名古屋産業大学(以下乙という)は名古屋産業大学入学試験に関

し、下記の通り協定する。

1.  目  白勺

(1)甲 の高校生の進路選択の幅を広げることに関し、乙は協力するものとする。

(2)乙 は、甲の高校生の経済的負担を軽減して、乙の入学試験を受け易くする環境を提供する。

この経済的負担の軽減は、乙は甲の高校生に適用する。

2.情報提供
(1)甲 は、甲の高校生が、乙の資料提供を求めた場合は、積極的に乙の資料を提供する。

(2)甲 は、甲の高校生が、乙の見学あるいは教育内容について説明を求めたときは、乙の入試

広報室へ連絡を行い、乙が対応する。

3. 特 典
乙の実施する総合型選抜、学校推薦型選抜 (指定校制)に合格した者のうち、特待生 1名
には乙の定めた入学金全額と授業料の 1/4額 (4年間)を免除し、初年度経済支援生 1名 に
は入学金全額と授業料の 1/4額 (初年度のみ)を免除する。なお、詳細については別紙奨学
金制度に定める。

4. 協定期間

本協定は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 までとするcただし、新しい年度の
入学試験日の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、
本協定は 1年間継続するものとし、以後も同様の扱いとする。受験者への平等性を確保する
ため、年度内中途での協定の解除は行わないものとする。

5.備 考
本協定内容について疑義が生じた場合は、誠意を持って甲乙協議するものとする。本協定

に必要な事項に関しては甲乙協議の上、別途定めるものとする。

本協定の成立を証するため本書は 2通作成 し、甲乙記名捺印の上各 1通を保持する。

令和 6年 2月 9日

(甲 )住 所 愛知県名古屋市中区栄 4丁 目16-29中 統奨学館ビル 5F
志学高等学院

校長  村 松  利 之

愛知県尾張旭市新居町山の田3255-5

名古屋産業大学

(乙)住 所

学長  嵩 本 弘 恵



高大連携事業に関する協定書

中央高等学院名古屋本校 (以下 「甲」という)と名古屋産業大学 (以下 「乙」という)
は、高大連携事業を実施するにあたり、以下のとおり協定書 (以下「本協定書」という)

を締結する。

第 1条 (目 的)

本協定書においては、十分な能力・意欲のある甲の在校生が、大学レベルの教育研究に

触れる機会を設け、それらの成果をフィー ドバックした教育を展開するための高大連携事

業に関する基本的な事項を定める。

第 2条 (事業内容 )
前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について連携協力する。

(1)高大連携事業のために実施する教育プログラムの策定

(2)前項の教育プログラムに沿った高大連携講義の実施

(3)高大連携事業に関して必要な情報交換および勉強会の実施

(4)その他、双方が協議し同意した事項

第 3条 (本協定書の有効期間)
本協定書の有効期間は、協定書締結の日から令和 7年 3月 31日 までとする。ただし、
期限の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、本
協定書は 1年間継続するものとし、以後も同様の扱いとする。

第 4条 (その他 )
本協定書について疑義や問題点が生じた場合は誠意を持って甲乙協議するものとする。

また本協定書に定めのない事項については甲と乙が協議の上、別途定めるものとする。

本協定書の成立を証するため本書は 2通作成し、甲乙署名捺印の上、各 1通を保持する。

令和 6年 2月 9日

(甲)住所 愛知県名古屋市中村区名駅 2-45-19桑 山ビル 7F
中央高等学院名古屋本校

(乙)住所  愛知県尾張旭市新居町山の田3255‐ 5
名古屋産業大学
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名古屋産業大学受験に関する協定書

中央高等学院名古屋本校(以下甲という)と 名古屋産業大学(以 下乙という)は名古屋産業大学入

学試験に関し、下記の通り協定する。

1. 目  白(J

(1)甲 の高校生の進路選択の幅を広げることに関し、乙は協力するものとする。

(2)乙 は、甲の高校生の経済的負担を軽減して、乙の入学試験を受け易くする環境を提供する。
この経済的負担の軽減は、乙は甲の高校生に適用する。

2.情報提供
(1)甲 は、甲の高校生が、乙の資料提供を求めた場合は、積極的に乙の資料を提供する。
(2)甲 は、甲の高校生が、乙の見学あるいは教育内容について説明を求めたときは、乙の入試

広報室へ連絡を行い、乙が対応する。

3.特 典
乙の実施する総合型選抜、学校推薦型選抜 (指定校制)に合格した者のうち、特待生 1名
には乙の定めた入学金全額と授業料の 1/4額 (4年間)を免除し、初年度経済支援生 1名 に
は入学金全額と授業料の 1/4額 (初年度のみ)を免除する。なお、詳細については別紙奨学
金制度に定める。

4.協定期間
本協定は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 までとする。ただし、新しい年度の
入学試験日の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、
本協定は 1年間継続するものとし、以後も同様の扱いとする。受験者への平等性を確保する
ため、年度内中途での協定の解除は行わないものとする。

5.備 考
本協定内容について疑義が生じた場合は、誠意を持って甲乙協議するものとする。本協定
に必要な事項に関しては甲乙協議の上、別途定めるものとする。

本協定の成立を証するため本書は 2通作成 し、甲乙記名捺印の L各 1通を保持する。

令和 6年 2月 9日

(甲 )住 所 愛知県名古屋市中村区名駅 2-45-19桑 山ビル 7F
中央高等学院名古屋本校
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(乙)住 所 愛知県尾張旭市新居町山の田 3255-5
名古屋産業大学

学長 寓 本 乳 意



高大連携事業に関する協定書

愛知県立城北つばさ高等学校 (以下「甲」という)と名古屋産業大学 (以下「乙」と
う)は、高大連携事業を実施するにあたり、以下のとおり協定書 (以下「本協定書」と
う)を締結する。

第 1条 (目 的)

本協定書においては、十分な能力・意欲のある甲の在校生が、大学レベルの教育研究に

触れる機会を設け、それらの成果をフィー ドバックした教育を展開するための高大連携事

業に関する基本的な事項を定める。

第 2条 (事業内容)
前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について連携協力する。
(1)高大連携事業のために実施する教育プログラムの策定
(2)前項の教育プログラムに沿った高大連携講義の実施

(3)高大連携事業に関して必要な情報交換および勉強会の実施

(4)その他、双方が協議し同意した事項

第 3条 (本協定書の有効期間)
本協定書の有効期間は、協定書締結の日から令和 6年 3月 31日 までとする。ただし、
期限の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、本
協定書は 1年間継続するものとし、以後も同様の扱いとする。

第 4条 (その他 )
本協定書について疑義や問題点が生じた場合は誠意を持って甲乙協議するものとする。
また本協定書に定めのない事項については甲と乙が協議の上、別途定めるものとする。

本協定書の成立を証するため本書は 2通作成し、甲乙署名の上、各 1通を保持する。

令不日5年 12月 19日

(甲) 住所  愛知県名古屋市北区福徳町広瀬島350-4

愛知県立城北つばさ高等学校
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住所  愛知県尾張旭市新居町山の田3255‐ 5
名古屋産業大学
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名古屋産業大学受験に関する協定書

愛知県立城北つばさ高等学校 (以下甲とい う)と 名古屋産業大学 (以下乙とい う)は名古屋産業

大学入学試験に関し、下記の通 り協定する。

1. 目  白勺

(1)甲の高校生の進路選択の幅を広げることに関し、乙は協力するものとする。

(2)乙は、甲の高校生の経済的負担を軽減して、乙の入学試験を受け易くする環境を提供する6

この経済的負担の軽減は、乙は甲の在学生に適用する。

2.1青報提供

(1)甲は、甲の高校生が、乙の資料提供を求めた場合は、積極的に乙の資料を提供する。

(2)甲は、甲の高校生が、乙の見学あるいは教育内容について説明を求めたときは、乙の入試

広報室へ連絡を行い、乙が対応する。

3.特 典
乙の実施する学校推薦型選抜(指定校制)に合格した者のうち、特待生 1名 には乙の定めた

入学金全額と授業料の 1/4額 (4年間)を免除し、初年度経済支援生 1名 には入学金全額と
授業料の 1/4額 (初年度のみ)を免除する。なお、詳細については別紙奨学金制度に定める。

4. 協定期間

本協定は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 までとする。ただし、新しい年度の
入学試験日の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、
本協定は 1年間継続するものとし、以後も同様の扱いとする.受験者への平等性を確保する
ため、年度内中途での協定の解除は行わないものとする。

5.備 考
本協定内容について疑義が生じた場合は、誠意を持って甲乙協議するものとする。本協定
に必要な事項に関しては甲乙協議の上、別途定めるものとする。

本協定の成立を証するため本書は 2通作成し、甲乙署名の上各 1通を保持する。

令和 5年 12月 19日

(甲 ) 住所  愛知県名古屋市北区福徳町広瀬島 350-4
愛知県立城北つばさ高等学校

校長ルトハ)た人
(乙 ) 住所  愛知県尾張旭市新居町山の田3255-5

名古屋産業大学
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名古屋産業大学受験に関する協定書

学校法人第二岩永学園(以下甲とい う)と 名古屋産業大学 (以 下乙とい う)は名古屋産業大学入

学試験に関し、下記の通 り協定する。

1  目  白勺
(1)甲 の高校生の進路選択の幅を広げることに関し、乙は協力するものとする。

(2)乙 は、甲の高校生の経済的負担を軽減 して、乙の入学試験を受け易くする環境を提供する。

この経済的負担の軽減は、乙は甲の在学生に適用する。

2 情報提供
(1)甲 は、甲の高校生が、乙の資料提供を求めた場合は、積極的に乙の資料を提供するc

(2)甲 は、甲の高校生が、乙の見学あるいは教育内容について説明を求めたときは、乙の入試

広報室へ連絡を行い、乙が対応するc

3 特 典
乙の実施する学校推薦型選抜 (指定校制)に合格 した者のうち、特待生 1名 には乙の定めた

入学金全額 と授業料の 1/4額 (4年間)を免除し、初年度経済支援生 1名 には入学金全額と
授業料の 1/4額 (初年度のみ)を免除する。なお、詳細については別紙奨学金制度に定めるc

4 協定期間
本協定は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 までとする。ただし、新 しい年度の

入学試験 日の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、
本協定は 1年間継続するものとし、以後も同様の扱いとする。受験者への平等性を確保する
ため、年度内中途での協定の解除は行わないものとする。

5 備 考
本協定内容について疑義が生 じた場合は、誠意を持って甲乙協議するものとする。本協定

に必要な事項に関しては甲乙協議の上、別途定めるものとするc

本協定の成立を証するため本書は 2通作成 し、甲乙署名の上各 1通を保持するc

令和 6年 3月 13日

(甲) 住所  長崎県長崎市愛宕 3丁 目 19番 23号
学校法人第二岩永学園

(乙) 住所  愛知県尾張旭市新居町山の田 3255‐ 5
名古屋産業大学

理事豊 ラタ71く  頂 'シ
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高大連携事業に関する協定書

学校法人第二岩永学園 (以下「甲Jと いう)と名古屋産業大学 (以下「乙Jと いう)は、

高大連携事業を実施するにあたり、以下のとおり協定書 (以下 「本協定書」という)を締

結する。

第 1条 (目 的)

本協定書においては、十分な能力・意欲のある甲の在校生が、大学レベルの教育研究に

触れる機会を設け、それらの成果をフィー ドバックした教育を展開するための高大連携事

業に関する基本的な事項を定める。

第 2条 (事業内容 )
前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について連携協力する。

(1)高大連携事業のために実施する教育プログラムの策定

(2)前項の教育プログラムに沿つた高大連携講義の実施

(3)高大連携事業に関して必要な情報交換および勉強会の実施

(4)その他、双方が協議し同意した事項

第 3条 (本協定書の有効期間)

本協定書の有効期間は、協定書締結の日から令和 6年 3月 31日 までとする。ただし、

期限の 3ケ月前までに、甲乙いずれかが、協定終了の意思表示をなさなかった場合は、本

協定書は 1年間糸区続するものとし、以後も同様の扱いとする。

第 4条 (その他 )

本協定書について疑義や問題′像が生じた場合は誠意を持って甲乙協議するものとする。

また本協定書に定めのない事項については甲と乙が協議の上、別途定めるものとする。

本協定書の成立を証するため本書は 2通作成し、甲乙署名の上、各 1通を保持する。

令和 6年 3月 13日

(甲) 住所  長崎県長崎市愛宕 3丁 目19番 23号
学校法人第二岩永学園

理事長

ブ多意気夏 ジL

(乙) 住所  愛知県尾張旭市新居町山の田3255‐ 5
名古屋産業大学
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資料１７ 

 

 

  

―学生確保の見通し（資料）―27―



 

 

 
 

 

 

 

出典：2023（令和 5）年度私立大学・短期大学等入学志願動向（日本私立学校振興・共済事業団） 

―学生確保の見通し（資料）―28―



資料１８ 

社会科学系の入学志願動向 

 

出典：2023（令和 5）年度私立大学・短期大学等入学志願動向（日本私立学校振興・共済事業団） 

―学生確保の見通し（資料）―29―



資料１９ 

愛知の産業を担う人財力の強化 

（あいち経済労働ビジョン 2021-2025） 

出展：愛知県「あいち経済労働ビジョン 2021-2025」 

―学生確保の見通し（資料）―30―



https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/414463.pdf 

出展：愛知県「あいち経済労働ビジョン 2021-2025」 

https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/414463.pdf 

 

―学生確保の見通し（資料）―31―



資料２０ 

 

名古屋産業大学における各種説明会参加者数 

 

名古屋産業大学作成 

  

作成20240126

合計 前年比

参加者数（人） 69 112 251 304 中止 50 180 163 227 90 94 159 1,699 －

延べ実施回数（回） 28 26 50 46 0 8 31 36 34 15 14 37 325 －

参加者数（人） 66 82 285 269 3 137 189 132 336 119 158 380 2,156 127%

延べ実施回数（回） 27 32 71 41 3 22 32 29 46 25 33 51 412 127%

参加者数（人） 163 237 415 294 12 86 154 69 236 61 1,727 80%

延べ実施回数（回） 32 40 67 43 3 36 28 27 26 23 325 79%

※各種説明会＝校内ガイダンス、会場ガイダンス・相談会、出張講義など

R5

各種説明会

参加人数と実施回数

8月 9月 10月項目 4月 5月 6月 7月 2月 3月
年間

R3

R4

年度 11月 12月 1月

―学生確保の見通し（資料）―32―



資料２１

競合校との比較分析-入試(受験時期、入学手続きとの関係) 

名古屋産業大学 

東京通信大学 

産業能率大学 

新潟産業大学 

※各大学の情報については各大学のホームページより調査（2023 年 12 月調べ）



資料２２ 

競合校の入学定員充足率 

 

 

  

所在地 区分 大学名 学部名 年度 志願者数 受験者数 合格者数 入学定員 入学者数
入学定員

充足率

平均

充足率

R5入学 - - - 850 - -

東京 私立 東京通信大学 R4入学 728 692 563 400 519 129.8% 112.1%

R3入学 922 887 882 400 826 206.5%

R5入学 - - - 500 347 69.4%

東京 私立 産業能率大学 R4入学 - - - 500 627 125.4% 113.1%

R3入学 - - - 1500 2168 144.5%

R5入学 - - - 300 407 136.0%

新潟 私立 新潟産業大学 経済経営学科 R4入学 392 392 367 300 357 119.0% 107.0%

R3入学 215 215 215 300 198 66.0%

※各大学の情報については各大学のホームページより調査（2023年12月調べ）。

※各大学の志願者数、受験者数、合格者数に関しては各大学のホームページでは部分的にしか調査できなかった。

情報マネジメント学

科

情報マネジメント学

科

―学生確保の見通し（資料）―34―



資料２３ 

競合校学納金比較 

 
 

金額の単位：円

所在地 区分 大学名 学部名 学科名 入学定員 入学金 授業料（初年度） その他費用 合計

愛知県 私立 名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 200（予定） 100,000 300,000 ― 400,000

東京都 私立 東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科 850 30,000 380,000 31,000 441,000

東京都 私立 産業能率大学 情報マネジメント学部 現代マネジメント学科 500 30,000 200,000 ― 230,000

経済経営学科（ベーシックコース） 50,000 300,000 ― 350,000

経済経営学科（スタンダードコース） 72,000 630,000 ― 702,000

本学を除いた平均 430,750

注１）各大学情報については、各大学のホームページより転載。

注２）各大学の学費については、諸会費などを含んでいない場合があるため、概算として参考にしてください。　例：テキスト費、実習費

注３）名古屋産業大学　現代ビジネス学部　現代ビジネス学科　通信教育課程（仮称）の学費は予定であり、変更する場合があります。

私立新潟県 300新潟産業大学 経済学部

―学生確保の見通し（資料）―35―



名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 

通信教育課程（仮称）への 

社会人・高校生の入学意向に関するアンケート調査報告 

令和６年３月 

一般財団法人 日本開発構想研究所 

資料２４

―学生確保の見通し（資料）―36―



名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程（仮称）への 
社会人・高校生の入学意向に関するアンケート調査報告 

 
１．調査概要 
（1） 調査目的 
令和7年4月に予定している名古屋産業大学 現代ビジネス学部 通信教育課程（仮称）の開設に

向けて、設置年度の進学対象層に対する名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通
信教育課程（仮称）への入学意向を把握することを目的とする。 
 
（2） 調査対象高校及び対象者 

① 近隣に所在する高等学校、または名古屋産業大学に進学実績のある高等学校の在学者で令

和 7 年度大学進学対象となる高校 2 年生・・・58 高校 10,612 人 
② 名古屋産業大学卒業生の採用実績のある企業等および卒業生の採用が見込まれる企業等に

勤務し進学意向の回答が可能な従業員・・・1,180 社 2,612 人 
③ 名古屋経営短期大学在学生・・・119 人 
④ 名古屋産業大学と包括連携協定を締結している愛知中小企業家同友会の会員企業約4,300社

勤務の従業員（一部WEB での回答を希望した少数の高校 2 年生を含む）・・・160 人 
⑤ 株式会社マクロミルに委託し実施した全国WEB 調査・・・3,296 人 

 
（3） 調査方法 

① 近隣に所在する高等学校、または名古屋産業大学に進学実績のある高等学校 58 校へアンケ

ート用紙及び名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程（仮称）

の概要を示したリーフレットを送付し、教室等で直接アンケート用紙に記入する方法によ

り実施。回答用紙は一般財団法人日本開発構想研究所へ高校から直接送付。 
② 名古屋産業大学卒業生の採用実績のある企業等および卒業生の採用が見込まれる企業等に

勤務する従業員・職員に対し、アンケート用紙及び名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現
代ビジネス学科 通信教育課程（仮称）の概要を示したリーフレットを郵送し、アンケート

を実施。回答用紙は一般財団法人日本開発構想研究所へ回答者から直接郵送。 
③ 名古屋経営短期大学在学生 119 人に対し、アンケート用紙及び名古屋産業大学 現代ビジネ

ス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程（仮称）の概要を示したリーフレットを配布し、

教室等で直接アンケート用紙に記入する方法により実施。回答用紙は大学が取りまとめ、

一般財団法人日本開発構想研究所へ送付。 
④ 名古屋産業大学ウェブページにアンケート調査用ウェブフォームを掲載し、ウェブを通じ

て実施。同ページに、通信教育課程の概要をまとめたリーフレット、競合校一覧を示した

うえでウェブフォームより入力。大学にてとりまとめ、データを一般財団法人日本開発構

想研究所へ提供。 

―学生確保の見通し（資料）―37―



 
⑤ 名古屋産業大学が株式会社マクロミルへ委託し、株式会社マクロミルの会員へウェブを通

じて実施。マクロミル社のアンケート調査システムにて、通信教育課程の概要をまとめた

リーフレット、競合校一覧を示したうえでウェブフォームより入力。結果は大学に納品さ

れ、そのデータを一般財団法人日本開発構想研究所へ提供。 
 
この結果、高校 2 年生、社会人、名古屋経営短期大学在学生等 6,259 人から回答があった。 
集計結果より、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程（仮称）へ

の入学意向を分析した。 
 
（4） 調査実施期間 

令和 6 年 1 月～令和 6 年 2 月 
 
（5） 有効回答数 

6,190 人 
※回答のあった6,259人のうち、高校2年生または高校以上を卒業している（社会人）と回答

した 6,190 人 
 
※名古屋産業大学にて設置を構想している現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程は仮

称であるが、本文中ではその旨の表示を省略した。  

―学生確保の見通し（資料）―38―



２．調査結果 
（1）現住所について 
現住所について調査した結果、高校 2 年生及び高校以上を卒業している（社会人）6,190 人のう

ち、1.0%以上の割合を占めたものを挙げると、「愛知県」が 2,565 人（41.4%）と最も多く、次い

で「東京都」582 人（9.4%）、「岐阜県」388 人（6.3%）、「大阪府」289 人（4.7%）、「神奈川県」

267人（4.3%）、「埼玉県」214人（3.5%）、「千葉県」178人（2.9%）、「三重県」158人（2.6%）、

「兵庫県」138 人（2.2%）、「北海道」124 人（2.0%）、「福岡県」105 人（1.7%）、「広島県」80 人

（1.3%）、「静岡県」79人（1.3%）、「京都府」72 人（1.2%）の順になっている。 ※「無回答」5
人（0.1%） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

現住所
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 愛知県 2,565  41.4      18 福島県 49       0.8         34 鳥取県 14       0.2         
2 三重県 158     2.6         19 山形県 24       0.4         35 島根県 21       0.3         
3 岐阜県 388     6.3         20 宮城県 55       0.9         36 徳島県 17       0.3         
4 静岡県 79       1.3         21 秋田県 16       0.3         37 香川県 23       0.4         
5 ⻑野県 46       0.7         22 岩手県 17       0.3         38 愛媛県 28       0.5         
6 山梨県 17       0.3         23 ⻘森県 22       0.4         39 高知県 7          0.1         
7 神奈川県 267     4.3         24 北海道 124     2.0         40 福岡県 105     1.7         
8 東京都 582     9.4         25 滋賀県 40       0.6         41 佐賀県 22       0.4         
9 埼玉県 214     3.5         26 京都府 72       1.2         42 ⻑崎県 58       0.9         
10 千葉県 178     2.9         27 大阪府 289     4.7         43 熊本県 21       0.3         
11 茨城県 47       0.8         28 兵庫県 138     2.2         44 大分県 18       0.3         
12 栃木県 36       0.6         29 奈良県 30       0.5         45 宮崎県 16       0.3         
13 群馬県 41       0.7         30 和歌山県 19       0.3         46 鹿児島県 27       0.4         
14 新潟県 57       0.9         31 岡山県 34       0.5         47 沖縄県 25       0.4         
15 富山県 21       0.3         32 広島県 80       1.3         無回答 5          0.1         
16 石川県 27       0.4         33 山口県 26       0.4         N （％ﾍﾞｰｽ） 6,190  100       
17 福井県 25       0.4         

―学生確保の見通し（資料）―39―



（2）今後の進路について（複数回答） 
高校卒業後または学びなおしの進路について調査した結果、回答者 6,190 人のうち、「大学進学」

が 4,585 人（74.1%）と最も多く、次いで「専門学校進学」1,491（24.1%）、「就職」1,180 人

（19.1%）、「専門職大学進学」855 人（13.8%）、「短期大学進学」728 人（11.8%）、「専門職短期

大学進学」465 人（7.5%）、「特に考えていない」305 人（4.9%）の順になっている。 ※「無回

答」77 人（1.2%） 

4,585 

728 

855 

465 

1,491 

1,180 

305 

77 

大学進学

短期大学進学

専門職大学進学

専門職短期大学進学

専門学校進学

就職

特に考えていない

無回答

今後の進路
（複数回答）N = 6190

今後の進路（複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大学進学 4,585   74.1   
2 短期大学進学 728  11.8   
3 専門職大学進学 855  13.8   
4 専門職短期大学進学 465  7.5  
5 専門学校進学 1,491   24.1   
6 就職 1,180   19.1   
7 特に考えていない 305  4.9  

無回答 77   1.2  
N （％ﾍﾞｰｽ） 6,190   100  

―学生確保の見通し（資料）―40―



（3）進学を希望する設置主体について（複数回答） 
「（2）今後の進路について（複数回答）」において大学進学と回答した 4,585 人に、希望する設

置主体について調査した。 
その結果、「私立」が 3,150 人（68.7%）と最も多く、次いで「国立」2,640 人（57.6%）、「公

立」2,263 人（49.4%）の順になっている。 ※「無回答」13 人（0.3%） 
 
  

進学を希望する設置主体（複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 私立 3,150       68.7         
2 国立 2,640       57.6         
3 公立 2,263       49.4         

無回答 13             0.3            
N （％ﾍﾞｰｽ） 4,585       100          

3,150 

2,640 

2,263 

13 

私立

国立

公立

無回答

進学を希望する設置主体
（複数回答）N = 4585

―学生確保の見通し（資料）―41―



（4）興味のある分野について（複数回答） 
「（3）進学を希望する設置主体について（複数回答）」において「私立」と回答した 3,150 人に、

進学先（大学）で学ぶ分野として興味のある分野について調査した。 
その結果、「経済学、経営学、商学」が 1,401 人（44.5%）と最も多く、次いで「人文科学（文

学、外国語、史学、哲学、心理学など）」1,082 人（34.3%）、「社会学・社会福祉学」779 人

（24.7%）、「法学、政治学」703 人（22.3%）、「理学、工学、農学」611 人（19.4%）、「教育学、

保育学」606 人（19.2%）、「保健衛生学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射

線学など）」561 人（17.8%）、「医学、歯学、薬学、獣医学」526 人（16.7%）、「芸術学（美術、音

楽、デザインなど）」524 人（16.6%）、「家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など）」436
人（13.8%）、「スポーツ・健康・体育学関係」426 人（13.5%）の順になっている。 
 ※「無回答」28 人（0.9%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

興味のある分野（複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 経済学、経営学、商学 1,401          44.5            
2 社会学・社会福祉学 779             24.7            
3 法学、政治学 703             22.3            
4 人文科学（文学、外国語、史学、哲学、心理学など） 1,082          34.3            
5 教育学、保育学 606             19.2            
6 理学、工学、農学 611             19.4            
7 医学、⻭学、薬学、獣医学 526             16.7            
8 保健衛生学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学など） 561             17.8            
9 家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など） 436             13.8            
10 芸術学（美術、音楽、デザインなど） 524             16.6            
11 スポーツ・健康・体育学関係 426             13.5            

無回答 28               0.9              
N （％ﾍﾞｰｽ） 3,150          100             

1,401 

779 

703 

1,082 

606 

611 

526 

561 

436 

524 

426 

28 

経済学、経営学、商学

社会学・社会福祉学

法学、政治学

人文科学（文学、外国語、史学、哲学、心理学など）

教育学、保育学

理学、工学、農学

医学、⻭学、薬学、獣医学

保健衛生学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学など）

家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など）

芸術学（美術、音楽、デザインなど）

スポーツ・健康・体育学関係

無回答

興味のある分野
（複数回答）N = 3150
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（5）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程への受験意向について 
「（4）興味のある分野について（複数回答）」において「経済学、経営学、商学」と回答した

1,401 人に、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程への受験意向に

ついて調査した。 
その結果、「受験しない」が 586 人（41.8%）と最も多く、「第一志望として受験する」335 人

（23.9%）、「第三志望以降として受験する」259 人（18.5%）、「第二志望として受験する」206 人

（14.7%）の順になっている。 ※「無回答」15 人（1.1%） 
なお、「第一志望として受験する」、「第二志望として受験する」、「第三志望以降として受験する」

の肯定的な回答を合計すると、800 人（57.1%）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（6）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程への入学意向について 
「（5）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程への受験意向につい

て」において名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程への受験意向を

示した 800 人に、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程を受験し、

合格した場合の入学意向について調査した。 
その結果、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」が 416 人（52.0%）と最

も多く、次いで「入学する」351 人（43.9%）、「入学しない」31 人（3.9%）の順になっている。 

※「無回答」2 人（0.3%） 
なお、「入学する」、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」の肯定的な回答

を合計すると 767 人（95.9%）となっている。 
 
 
 
 
 
 
  

名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 
通信教育課程への受験意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 第一志望として受験する 335      23.9     
2 第二志望として受験する 206      14.7     
3 第三志望以降として受験する 259      18.5     
4 受験しない 586      41.8     

無回答 15         1.1        
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,401   100      

名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科  
通信教育課程への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学する 351      43.9     

志望順位が上位の他の志望校が
不合格の場合に入学する

3 入学しない 31         3.9        
無回答 2           0.3        
N （％ﾍﾞｰｽ） 800      100      

2 416      52.0     

―学生確保の見通し（資料）―43―



 
３．調査結果のまとめ 
「（6）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程への入学意向につい

て」より、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程へ「入学する」と

回答した者は351人いることがわかる。これによって、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビ

ジネス学科 通信教育課程の入学定員 200 人に対して約 1.76 倍の入学意向を確保しているといえ

る。 
また、「入学する」、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」と回答した回答

者が合計で 767 人いることから、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育

課程の入学定員 200 人に対して約 3.84 倍の入学意向を示したといえる。 
 
さらに、「（5）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程への受験意

向について」と、「（6）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程への

入学意向について」の調査結果をクロス集計したところ、「第一志望として受験する」と回答した

上で、「入学する」と回答した者が 295 人となり、これは名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代

ビジネス学科 通信教育課程の入学定員200人に対して約1.48倍の入学意向を確保しているといえ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の調査結果と、調査対象以外からの進学も考えられることから、名古屋産業大学 現代ビジ

ネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の入学定員を満たす学生は十分に確保できるものと考え

る。 
 
 

受験意向 ×入学意向

上段:度数
下段:％

合計
第一志望として

受験する
第二志望として

受験する
第三志望以降として

受験する

800                      335                      206                      259                      

100.0                   41.9                     25.8                     32.4                     

351                      295                      42                        14                        

100.0                   84.0                     12.0                     4.0                       

416                      33                        158                      225                      

100.0                   7.9                       38.0                     54.1                     

31                        5                          6                          20                        

100.0                   16.1                     19.4                     64.5                     

2                          2                          0                          0                          

100.0                   100.0                   -                          -                          

受験意向

入学意向

全体

入学する

志望順位が上位の他の志望校が
不合格の場合に入学する

入学しない

無回答

―学生確保の見通し（資料）―44―



 

 

 

 

 

 

 

計画概要 
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を
掲
載

T
ik
T
ok

M
E
IS
A
N
の

公
式
T
ik
T
ok

始
め
ま
し
た！

X

M
E
IS
A
N
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」
を
配
信
す
る
公
式
S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
！
身
近
な
S
N
S
で
「
い
い
ね
」
や
「
フ
ォ
ロ
ー
」
を
お
願
い
し
ま
す
！

そ
ん
な
人
に

私
は
な
る
!

私
未
来
予
想
図

時 間 や 場 所
に と ら わ れ
な い

デ ジ タ ル 時
代 の 大 学

名
古
屋
産
業
大
学
 現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
 通
信
教
育
課
程

令
和
7年
度
設
置
構
想
中
 （
定
員
20
0名
予
定
）

※
設
置
構
想
中
の
た
め
、
掲
載
内
容
は
予
定
で
あ
り
、
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

社
会
人
基
礎

社
会
人
と
し
て
の

素
養
は
全
て
備
わ
っ
て
る
!

基
本
の
ス
キ
ル
!

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
力

ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
上
で

大
切
な
業
務
ス
キ
ル
に

自
信
あ
り
!

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
力

専
門
的
ス
キ
ル
は

誰
に
も
真
似
で
き
な
い
!

私
は
プ
ロ
!

社
会
変
化
対
応
力

情
報・
環
境・
人
材
の

活
用
力
な
ら

お
任
せ
あ
れ
!

ビ
ジ
ネ
ス
実
践
力

ビ
ジ
ネ
ス
演
習
で

修
得
し
た
実
践
力
で

課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!

4
7
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モ
バ
イ
ル
を
開
け
ば
、
そ
こ
が
キ
ャ
ン
パ
ス
。
未
来
の
自
分
づ
く
り
の
た
め
に
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
授
業
が
受
け
ら
れ
る
、

通
学
不
要
の
学
び
方
で
、大
学
卒
業
（
学
士
取
得
）
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

PO
IN
T
1

通
信
教
育
課
程
で
は
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
。
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

上
で
学
生
支
援
や
学
生
交
流
の
場
づ
くり
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
と
連
携
し
、
メ

タ
バ
ー
ス
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
就
業
力
を
身
に
付
け
る
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

PO
IN
T
4

実
際
の
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
課
題
を
発
見
・
解
決
す
る
実
践
的
な
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
ラ
イ
ブ
授
業

形
式
の
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

PO
IN
T
3

通
学
制
の
学
生

サ
ポ
ー
ト
や
施
設

も
利
用
可
能

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
通
学
制
課
程
の

学
生
と
同
様
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
の

学
生
サ
ポ
ー
ト
や
図
書
館
な
ど
の
施
設

が
利
用
で
き
る
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

PO
IN
T5

教
職
課
程
を
併
設

通
信
教
育
課
程
に
併
設
す
る
教
職
課
程

科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
学
校

（
社
会
）、
高
等
学
校
（
公
民
）
の
教
員

免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

PO
IN
T6

経
済
学
、
経
営
学
の
知
識
を
ベ
ース
に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
際
に
必
要
と

な
る
、
以
下
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
特
化
し
た
科
目
履
修
コ
ー
ス
（
3
～
5
科
目
）

も
提
供
し
ま
す
。
例
）「
デ
ー
タ
活
用
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
。

PO
IN
T
2

現
代
の
産
業
界
で
は
、
VU
CA
（
ブ
ー
カ
）
と
い
わ
れ
る
予
測
困
難
な
時
代
に
直
面
す
る
中
で
、
人
材
に
対
す
る
要
求
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
自
分
に

合
っ
た
学
び
方
を
求
め
る
若
者
や
社
会
に
出
て
か
ら
学
び
直
し
を
希
望
す
る
社
会
人
に
、
多
様
な
教
育
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
既
設
の
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に

通
信
教
育
課
程
を
設
置
し
ま
す
。

設
置
の
理
念

AP
1

AP
2

AP
3

AP
4

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
身
に
付
け
て
い
る
人

主
体
性
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
協
働
し
、
実
践
的
な
知
識
の
習
得
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
人

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
た
め
の
基
礎
学
力
と
論
理
的
な
思
考
力
を
有
す
る
人

ビ
ジ
ネ
ス
の
知
識
や
技
能
を
活
用
し
、
豊
か
な
創
造
力
を
身
に
つ
け
、
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
意
欲
が
あ
る
人

社
会
人
と
し
て
の
広
い
視
野
と
理
解
力
を
持
ち
、
経
済
・
経
営
の
基
礎
的
、
専
門
的
な
知
識
・
能
力
を
修
得
し
、
社
会
変
化
へ
の
対
応
力
を
身
に
付
け
、
現
代

の
ビ
ジ
ネ
ス
が
抱
え
る
課
題
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

養
成
す
る
人
材
像

※
設
置
構
想
中
の
た
め
、
掲
載
内
容
は
予
定
で
あ
り
、
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

学
費

入
学

金

授
業

料
（

年
間

）

1
年

次
　

年
額

合
計

2
年

次
以

降
（
年

間
）

1
0
0
,
0
0
0

円

3
0
0
,
0
0
0

円

4
0
0
,
0
0
0

円

3
0
0
,
0
0
0

円

※
1
：
入
学
金
、
授
業
料
、
教
育
充
実
費
の
合
計
　
※
2
：
文
部
科
学
省
「
国
立
大
学
等
の
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
関
す
る
省
令
」
よ
り

※
3
：
文
部
科
学
省
「
平
成
3
0
年
度
私
立
大
学
入
学
者
に
係
る
初
年
度
学
生
納
付
金
平
均
額
(
定
員
1
人
当
た
り
)
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
」
よ
り

通
学
不
要

最
新
技
術

ライ
ブ授

業を
通じ
て身
に付
ける
実践

的能
力

知
識

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
応
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
新
し
い
学
び
の
ス
タ
イ
ル

オ
ン
デ
マ
ン
ド
学
習

だ
け
で
は
な
い

バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設

学
校
法
人
 菊
武
学
園

名
古
屋
産
業
大
学

入
学
初
年
度
の
学
費
の
比
較

※
1

私私国国

4
名
産
大
は
こ
の
金
額
!!

DX

ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ

GX

た
だ
し
、
文
部
科
学
省
に
お
け
る
審
査
の
結
果
、
予
定
し
て
い
る
教
職
課
程
の

開
設
時
期
等
が
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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対象者(学年)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 高校2年生 2,642       42.2         

高校以上を卒業している
（社会人)

3 その他 58             0.9            
無回答 11             0.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 6,259       100          

2 3,548       56.7         

性別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 男性 2,731       44.1         
2 女性 3,366       54.4         
3 回答しない 91             1.5            

無回答 2               0.0            
N （％ﾍﾞｰｽ） 6,190       100          
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現住所
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 愛知県 2,565  41.4      18 福島県 49       0.8         34 鳥取県 14       0.2         
2 三重県 158     2.6         19 山形県 24       0.4         35 島根県 21       0.3         
3 岐阜県 388     6.3         20 宮城県 55       0.9         36 徳島県 17       0.3         
4 静岡県 79       1.3         21 秋田県 16       0.3         37 香川県 23       0.4         
5 ⻑野県 46       0.7         22 岩手県 17       0.3         38 愛媛県 28       0.5         
6 山梨県 17       0.3         23 ⻘森県 22       0.4         39 高知県 7          0.1         
7 神奈川県 267     4.3         24 北海道 124     2.0         40 福岡県 105     1.7         
8 東京都 582     9.4         25 滋賀県 40       0.6         41 佐賀県 22       0.4         
9 埼玉県 214     3.5         26 京都府 72       1.2         42 ⻑崎県 58       0.9         
10 千葉県 178     2.9         27 大阪府 289     4.7         43 熊本県 21       0.3         
11 茨城県 47       0.8         28 兵庫県 138     2.2         44 大分県 18       0.3         
12 栃木県 36       0.6         29 奈良県 30       0.5         45 宮崎県 16       0.3         
13 群馬県 41       0.7         30 和歌山県 19       0.3         46 鹿児島県 27       0.4         
14 新潟県 57       0.9         31 岡山県 34       0.5         47 沖縄県 25       0.4         
15 富山県 21       0.3         32 広島県 80       1.3         無回答 5          0.1         
16 石川県 27       0.4         33 山口県 26       0.4         N （％ﾍﾞｰｽ） 6,190  100       
17 福井県 25       0.4         

―学生確保の見通し（資料）―53―



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4,585 

728 

855 

465 

1,491 

1,180 

305 

77 

大学進学

短期大学進学

専門職大学進学

専門職短期大学進学

専門学校進学

就職

特に考えていない

無回答

今後の進路
（複数回答）N = 6190

今後の進路（複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大学進学 4,585       74.1         
2 短期大学進学 728          11.8         
3 専門職大学進学 855          13.8         
4 専門職短期大学進学 465          7.5            
5 専門学校進学 1,491       24.1         
6 就職 1,180       19.1         
7 特に考えていない 305          4.9            

無回答 77             1.2            
N （％ﾍﾞｰｽ） 6,190       100          
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進学を希望する設置主体（複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 私立 3,150       68.7         
2 国立 2,640       57.6         
3 公立 2,263       49.4         

無回答 13             0.3            
N （％ﾍﾞｰｽ） 4,585       100          

3,150 

2,640 

2,263 

13 

私立

国立

公立

無回答

進学を希望する設置主体
（複数回答）N = 4585

―学生確保の見通し（資料）―55―



興味のある分野（複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 経済学、経営学、商学 1,401     44.5        
2 社会学・社会福祉学 779        24.7        
3 法学、政治学 703        22.3        
4 人文科学（文学、外国語、史学、哲学、心理学など） 1,082     34.3        
5 教育学、保育学 606        19.2        
6 理学、工学、農学 611        19.4        
7 医学、⻭学、薬学、獣医学 526        16.7        
8 保健衛生学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学など） 561        17.8        
9 家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など） 436        13.8        
10 芸術学（美術、音楽、デザインなど） 524        16.6        
11 スポーツ・健康・体育学関係 426        13.5        

無回答 28   0.9   
N （％ﾍﾞｰｽ） 3,150     100  

1,401 

779 

703 

1,082 

606 

611 

526 

561 

436 

524 

426 

28 

経済学、経営学、商学

社会学・社会福祉学

法学、政治学

人文科学（文学、外国語、史学、哲学、心理学など）

教育学、保育学

理学、工学、農学

医学、⻭学、薬学、獣医学

保健衛生学（看護学、リハビリテーション学、臨床検査学、診療放射線学など）

家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など）

芸術学（美術、音楽、デザインなど）

スポーツ・健康・体育学関係

無回答

興味のある分野
（複数回答）N = 3150
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名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 
通信教育課程への受験意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 第一志望として受験する 335      23.9     
2 第二志望として受験する 206      14.7     
3 第三志望以降として受験する 259      18.5     
4 受験しない 586      41.8     

無回答 15         1.1        
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,401   100      

名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科  
通信教育課程への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学する 351      43.9     

志望順位が上位の他の志望校が
不合格の場合に入学する

3 入学しない 31         3.9        
無回答 2           0.3        
N （％ﾍﾞｰｽ） 800      100      

2 416      52.0     

―学生確保の見通し（資料）―57―



 

 

 

 

 

 

 

調査対象（⾼校） 
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管理番号 県名 高校名

1 愛知県 菊華高等学校

2 愛知県 菊武ビジネス専門学校

3 愛知県 愛知県⽴城北つばさ高等学校

4 愛知県 聖カピタニオ⼥⼦高等学校

5 愛知県 愛知県⽴瀬⼾北総合高等学校

6 愛知県 愛知県⽴豊⽥東高等学校

7 愛知県 愛知県⽴春⽇井⻄高等学校

8 愛知県 誠信高等学校

9 愛知県 愛知県⽴⼩牧高等学校

10 愛知県 中央高等学院　名古屋校

11 愛知県 屋久島おおぞら高等学校　名古屋キャンパス

12 愛知県 屋久島おおぞら高等学校　岡崎キャンパス

13 愛知県 ニュートン高等専修学校

14 愛知県 第一学院高等学校　豊橋キャンパス

15 愛知県 精華学園高等学校　豊橋校

16 愛知県 愛知県⽴岩倉総合高等学校

17 愛知県 愛知県⽴津島高等学校

18 愛知県 愛知県⽴佐屋高等学校

19 愛知県 さくら国際高等学校　知多フリースクール

20 愛知県 NSA高等学院

21 愛知県 菊華高等学校　単位制通信制課程

22 愛知県 豊橋情報ビジネス高等専修学校

23 岐阜県 名古屋工業高等学校

24 岐阜県 岐阜県⽴岐阜農林高等学校

25 岐阜県 岐阜県⽴海津明誠高等学校

26 岐阜県 岐阜県⽴⼟岐紅陵高等学校

27 三重県 皇學館高等学校

28 ⻑崎県 こころ未来高等学校

【名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程 入学意向調査 調査対象一覧（高校）】
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調査対象
（企業等従業員）

―学生確保の見通し（資料）―60―



管理番号 県名 企業名

1 愛知県 ⼤池運送株式会社

2 愛知県 昭和印刷株式会社

3 愛知県 株式会社共⽴メンテナンス

4 愛知県 株式会社学⽣情報センター

5 愛知県 丸善雄松堂株式会社

6 愛知県 名古屋菅公学⽣服株式会社

7 愛知県 電⼦システム株式会社

8 愛知県 ⾃衛隊愛知地⽅協⼒本部

9 愛知県 株式会社ラシクル

10 愛知県 株式会社創⼯社

11 愛知県 株式会社ジェイネット

12 愛知県 株式会社紀伊國屋書店

13 愛知県 株式会社内⽥洋⾏

14 愛知県 株式会社インテルプレス

15 愛知県 株式会社JSコーポレーション

16 愛知県 株式会社Ｆｕｊｉｔａｋａ

17 愛知県 株式会社福⽥商会

18 愛知県 株式会社ニッセイコム　

19 愛知県 株式会社すてっぷ

20 愛知県 ⼤池運輸株式会社

21 愛知県 特定⾮営利活動法⼈　就職・求⼈サポートセンターＥ－ＪＯ

22 愛知県 東亜エレクトロニクス株式会社

23 愛知県 富永電機株式会社

24 愛知県 丸太運輸株式会社

25 愛知県 名機ゴム株式会社

26 愛知県 株式会社松浦組

27 愛知県 社会福祉法⼈かなえ福祉会

28 愛知県 株式会社トヨタレンタリース名古屋
29 愛知県 学校法⼈昇⿓学園　幼保連携型認定こども園　浄⽔松元幼稚園
30 愛知県 学校法⼈慶和学園
31 愛知県 株式会社⽇成電機製作所
32 愛知県 K.K.ガード・リサーチ
33 愛知県 社会福祉法⼈⼀期⼀会福祉会
34 愛知県 株式会社光和設計
35 愛知県 社会福祉法⼈カリヨン福祉会
36 愛知県 瀬⼾市役所
37 愛知県 ⼭崎⼯業株式会社
38 愛知県 株式会社オータケ
39 愛知県 新栄機⼯株式会社
40 愛知県 ネッツトヨタ中部株式会社
41 愛知県 学校法⼈菊武学園　菊華⾼等学校
42 愛知県 株式会社ＡＴグループ
43 愛知県 株式会社⼭⽂
44 愛知県 株式会社丸宗
45 愛知県 株式会社協⽴
46 愛知県 明弘株式会社
47 愛知県 学校法⼈藤浪学園　へいわこども園
48 愛知県 ⼩牧市役所
49 愛知県 社会福祉法⼈墨友会　特別養護⽼⼈ホームサンヴェール尾張旭
50 愛知県 株式会社名友産商
51 愛知県 飯⽥クリニック
52 愛知県 ひだかこどもクリニック
53 愛知県 医療法⼈永桜会　本郷安富クリニック
54 愛知県 株式会社ベストリイム
55 愛知県 三興技研株式会社
56 愛知県 株式会社⼭⼀ハガネ
57 愛知県 朝⽇⼯業株式会社
58 愛知県 辻村⼯業株式会社

【名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程 ⼊学意向調査 調査対象⼀覧（企業等従業員）】

―学生確保の見通し（資料）―61―



59 愛知県 フクタ建設株式会社
60 愛知県 株式会社佐川印刷
61 愛知県 尾張旭市商⼯会
62 愛知県 ユーアイ精機株式会社
63 愛知県 尾張陸運有限会社
64 愛知県 株式会社ビジネスソリューション
65 愛知県 株式会社エイジェック
66 愛知県 株式会社進研アド
67 三重県 学校法⼈津⽥学園
68 三重県 松阪興産株式会社
69 三重県 学校法⼈享栄学園
70 福井県 フェニックスリース株式会社
71 福井県 ゲンキー株式会社
72 ⻑野県 三和ロボティクス株式会社
73 神奈川県 楠原輸送株式会社
74 神奈川県 株式会社⼤勝
75 東京都 株式会社セノン
76 東京都 ⼤陽ステンレススプリング株式会社
77 東京都 株式会社ミニミニ
78 東京都 株式会社テツゲン
79 東京都 管清⼯業株式会社
80 東京都 株式会社ツリーベル
81 東京都 ユナイト株式会社
82 東京都 株式会社エイブル
83 東京都 株式会社オンデーズ
84 千葉県 コンピュータエデュケーションシステム株式会社
85 埼⽟県 ケイアイスター不動産株式会社
86 群⾺県 株式会社ヤマダホームズ
87 ⼤阪府 ナビオコンピュータ株式会社
88 ⼤阪府 株式会社⽇本トラフィックサービス
89 ⼤阪府 株式会社スタジオアリス
90 広島県 株式会社 外林
91 熊本県 阿蘇森林組合

―学生確保の見通し（資料）―62―



名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 

通信教育課程（仮称）の卒業生に対する 

企業等の採用意向に関するアンケート調査報告 

令和６年３月 

一般財団法人 日本開発構想研究所 

資料２５
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名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程（仮称）の 

卒業生に対する企業等の採用意向に関するアンケート調査報告 

１．調査概要

（1） 調査目的

令和 7 年 4 月に予定している名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程

（仮称）の開設に向けて、名古屋産業大学卒業生の採用実績のある企業等、および卒業生の就職が

見込まれる企業等の採用担当者にアンケートを実施し、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジ

ネス学科 通信教育課程（仮称）の卒業生に対する企業等の採用意向を把握することを目的とする。

（2） 調査対象

① 名古屋産業大学卒業生の採用実績がある企業および卒業生の就職が見込まれる企業等1,180社

② 名古屋産業大学と包括連携協定を締結している愛知中小企業家同友会の会員企業 約4,300社

上記、①1,180件、②約4,300件の合計約5,480件を対象としてアンケート調査を実施した。

(3) 調査方法

(4) 名古屋産業大学卒業生の採用実績のある企業、および卒業生の就職が見込まれる企業等

1,180社の採用担当者にアンケート用紙及び名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネ

ス学科通信教育課程（仮称）の概要を示したリーフレットを送付し、アンケートを実施し

た。回答は企業等から一般財団法人日本開発構想研究所へ直接郵送。

(5) 名古屋産業大学と包括連携協定を締結している愛知中小企業家同友会の会員企業 約 4,300 
社の採用担当者に名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程（仮

称）の概要を示した WEB 調査を依頼し、アンケートを実施した。回答は大学がとりまと

め、一般財団法人日本開発構想研究所へデータを提供した。 

上記、①②の調査の結果、314件の有効回答を得た。 

集計結果より、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程（仮称）の

卒業生に対する採用意向を分析した。

―学生確保の見通し（資料）―64―



（4） 調査実施期間

令和6年1月～令和6年2月

（5） 有効回収率等

314件 

※名古屋産業大学において設置を構想している現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程は

仮称であるが、本文中ではその旨の表示を省略した。 

―学生確保の見通し（資料）―65―



２．調査結果

（1）事業所の種別について 

事業所の種別について調査した結果、回答のあった企業等 314 件のうち、「本社」が 250 件

（79.6%）と最も多く、次いで「単独事業所」36 件（11.5%）、「支社」28 件（8.9%）の順になって

いる。

事業所の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 本社 250  79.6   
2 ⽀社 28    8.9  
3 単独事業所 36    11.5   

無回答 0   0.0  
N （％ﾍﾞｰｽ） 314  100    

―学生確保の見通し（資料）―66―



（2）事業所の所在地について 

事業所の所在地について調査した結果、回答のあった企業等 314 件のうち、1.0％以上の割合を占

めたものを挙げると、「愛知県」が 260 件（82.8%）と最も多く、次いで「東京都」9 件（2.9%）、

「三重県」6件（1.9%）、「岐阜県」6件（1.9%）、「大阪府」6件（1.9%）、「静岡県」5件（1.６%）、

「長野県」3件（1.0%）、「福井県」3件（1.0%）の順になっている。 ※「無回答」7件（2.2%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 愛知県 260     82.8      18 福島県 0          0.0        34 ⿃取県 0          0.0        

2 三重県 6          1.9        19 ⼭形県 0          0.0        35 島根県 0          0.0        

3 岐⾩県 6          1.9        20 宮城県 0          0.0        36 徳島県 0          0.0        

4 静岡県 5          1.6        21 秋⽥県 0          0.0        37 ⾹川県 0          0.0        

5 ⻑野県 3          1.0        22 岩⼿県 0          0.0        38 愛媛県 1          0.3        

6 ⼭梨県 0          0.0        23 ⻘森県 0          0.0        39 ⾼知県 0          0.0        

7 神奈川県 1          0.3        24 北海道 0          0.0        40 福岡県 0          0.0        

8 東京都 9          2.9        25 滋賀県 0          0.0        41 佐賀県 0          0.0        

9 埼⽟県 1          0.3        26 京都府 1          0.3        42 ⻑崎県 0          0.0        

10 千葉県 1          0.3        27 ⼤阪府 6          1.9        43 熊本県 1          0.3        

11 茨城県 0          0.0        28 兵庫県 0          0.0        44 ⼤分県 0          0.0        

12 栃⽊県 0          0.0        29 奈良県 0          0.0        45 宮崎県 0          0.0        

13 群⾺県 1          0.3        30 和歌⼭県 0          0.0        46 ⿅児島県 0          0.0        

14 新潟県 0          0.0        31 岡⼭県 0          0.0        47 沖縄県 0          0.0        

15 富⼭県 1          0.3        32 広島県 1          0.3        無回答 7          2.2        

16 ⽯川県 0          0.0        33 ⼭⼝県 0          0.0        N （％ﾍﾞｰｽ） 314     100       

17 福井県 3          1.0        

―学生確保の見通し（資料）―67―



（3）事業所の業種について 

事業所の業種について調査した結果、回答のあった企業等 314 件のうち、3.0％以上の割合を占め

たものを挙げると、「製造業」が67件（21.3%）と最も多く、次いで「建設業」56件（17.8%）、「卸

売業・小売業」44 件（14.0%）、「サービス業（他に分類されないもの）」33 件（10.5%）、「医療・福

祉」23 件（7.3%）、「学術研究・専門技術サービス業」14 件（4.5%）、「運輸業・郵便業」12 件

（3.8%）、「不動産業・物品賃貸業」11 件（3.5%）、「教育・学習支援業」10 件（3.2%）、「その他」

10件（3.2%）の順になっている。 

 事業所の業種
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 農業・林業 3   1.0  
2 鉱業・採⽯業・砂利採取業 0   0.0  
3 製造業 67    21.3   
4 情報通信業 7   2.2  
5 卸売業・⼩売業 44    14.0   
6 不動産業・物品賃貸業 11    3.5  
7 宿泊業・飲⾷サービス業 3   1.0  
8 教育・学習⽀援業 10    3.2  
9 複合サービス業 3   1.0  
10 公務（他に分類されるものを除く） 8   2.5  
11 漁業 0   0.0  
12 建設業 56    17.8   
13 電気・ガス・熱供給・⽔道業 2   0.6  
14 運輸業・郵便業 12    3.8  
15 ⾦融業・保険業 3   1.0  
16 学術研究・専⾨技術サービス業 14    4.5  
17 ⽣活関連サービス業・娯楽業 5   1.6  
18 医療・福祉 23    7.3  
19 サービス業（他に分類されないもの） 33    10.5   
20 その他 10    3.2  

無回答 0   0.0  
N （％ﾍﾞｰｽ） 314  100    

―学生確保の見通し（資料）―68―



（4）今年度（令和5年4月入社）の新卒採用人数について 

今年度（令和 5 年 4 月入社）の新卒採用人数について調査した結果、回答のあった企業等 314 件

のうち、「採用していない」が124件（39.5%）と最も多く、次いで「1人～4人」102件（32.5%）、

「20人以上」41件（13.1%）、「10人～19人」26件（8.3%）、「5人～9人」21件（6.7%）の順にな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年度(令和5年４⽉⼊社)の新卒採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈〜4⼈ 102         32.5        
2 5⼈〜9⼈ 21           6.7          
3 10⼈〜19⼈ 26           8.3          
4 20⼈以上 41           13.1        
5 採⽤していない 124         39.5        

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 314         100         

―学生確保の見通し（資料）―69―



（5）今後の採用方針について 

今後の採用方針について調査した結果、回答のあった企業等 314 件のうち、「毎年、安定的に採用

していくと思う」が127件（40.4%）と最も多く、次いで「できれば、毎年安定的に採用していくと

思う」57 件（18.2%）、「増員が必要になった場合に、採用を考える」46 件（14.6%）、「毎年ではな

いが、ある程度は安定的に採用していくと思う」40 件（12.7%）、「当面、採用は行わないと思う」

24件（7.6%）、「欠員が出た場合に、採用を考える」20件（6.4%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今後の採⽤⽅針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 毎年、安定的に採⽤していくと思う 127            40.4           
2 できれば、毎年安定的に採⽤していくと思う 57              18.2           
3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採⽤していくと思う 40              12.7           
4 増員が必要になった場合に、採⽤を考える 46              14.6           
5 ⽋員が出た場合に、採⽤を考える 20              6.4             
6 当⾯、採⽤は⾏わないと思う 24              7.6             

無回答 0                0.0             
N （％ﾍﾞｰｽ） 314            100            

―学生確保の見通し（資料）―70―



（6）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の社会的必要性について 

「（5）今後の採用方針について」において「当面、採用は行わないと思う」と回答した企業等を

除いた 290 件に対して、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の社会

的必要性について調査した。 

その結果、「ある程度、社会的必要性を感じる」が 159 件（54.8%）と最も多く、次いで「社会的

必要性が高い分野である」87 件（30.0%）、「あまり必要性を感じない」36 件（12.4%）、「必要性は

ない」7件（2.4%）の順になっている。 ※「無回答」1件（0.3%） 

なお、「社会的必要性が高い分野である」、「ある程度、社会的必要性を感じる」の肯定的な回答を

合計すると、246 件（84.8%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の社会的必要性
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会的必要性が⾼い分野である 87              30.0           
2 ある程度、社会的必要性を感じる 159            54.8           
3 あまり必要性を感じない 36              12.4           
4 必要性はない 7                2.4             

無回答 1                0.3             
N （％ﾍﾞｰｽ） 290            100            

―学生確保の見通し（資料）―71―



（7）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の「学生に修得させる能

力」で、重要と考えるものについて 

7-1 名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の「学生に修得させる能力」

で、重要と考えるもの（第1位） 

「（6）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の社会的必要性につい

て」において肯定的な回答をした企業等 246 件に対して、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代

ビジネス学科 通信教育課程の「学生に修得させる能力」で、重要と考えるもの（第 1 位）について

調査した。 

その結果、「社会人としての広い視野と理解力を持っている」が 125 人（50.8%）と最も多く、次

いで「経済・経営の基礎的、専門的な知識・能力を習得」54 人（22.0%）、「社会変化への対応力を

身につけている」45 人（18.3%）、「現代ビジネスが抱える課題への対応力」21 人（8.5%）の順にな

っている。 ※「無回答」1人（0.4%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の
「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、重要と考えるもの(第1位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会⼈としての広い視野と理解⼒を持っている 125            50.8           
2 経済・経営の基礎的、専⾨的な知識・能⼒を習得 54              22.0           
3 社会変化への対応⼒を⾝につけている 45              18.3           
4 現代ビジネスが抱える課題への対応⼒ 21              8.5             

無回答 1                0.4             
N （％ﾍﾞｰｽ） 246            100            
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7-2 名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の「学生に修得させる能力」

で、重要と考えるもの（第2位） 

「（6）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の社会的必要性につい

て」において肯定的な回答をした企業等 246 件に対して、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代

ビジネス学科 通信教育課程の「学生に修得させる能力」で、重要と考えるもの（第 2 位）について

調査した。 

その結果、「社会変化への対応力を身につけている」が 93 人（37.8%）と最も多く、次いで「経

済・経営の基礎的、専門的な知識・能力を習得」61 人（24.8%）、「社会人としての広い視野と理解

力を持っている」46 人（18.７%）、「現代ビジネスが抱える課題への対応力」38 人（15.4%）の順に

なっている。 ※「無回答」8人（3.3%） 

 

  

名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の
「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、重要と考えるもの(第2位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会⼈としての広い視野と理解⼒を持っている 46              18.7           
2 経済・経営の基礎的、専⾨的な知識・能⼒を習得 61              24.8           
3 社会変化への対応⼒を⾝につけている 93              37.8           
4 現代ビジネスが抱える課題への対応⼒ 38              15.4           

無回答 8                3.3             
N （％ﾍﾞｰｽ） 246            100            
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（8）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の卒業生の採用意向につ

いて

「（6）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の社会的必要性につい

て」において肯定的な回答をした企業等 246 件に対して、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代

ビジネス学科 通信教育課程の卒業生の採用意向について調査した。

その結果、「採用を検討したい」が 127 件（51.6%）と最も多く、次いで「採用したい」71 件

（28.9%）、「採用は考えない」47件（19.1%）の順になっている。 ※「無回答」1件（0.4%） 

なお、「採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合計すると、198 件（80.5%）とな

っている。

（9）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の卒業生の採用人数につ

いて

「（8）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程卒業生の採用意向につ

いて」において肯定的な採用意向を示した 198 件に対して、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現

代ビジネス学科 通信教育課程の卒業生の将来的な採用人数について調査したところ、「人数は未確定」

が120件（60.6%）と最も多く、次いで「1人」52件（26.3%）、「2人」15件（7.6%）、「3人」6件

（3.0%）、「5人以上」5件（2.5%）の順になっている。 

名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科
 通信教育課程の卒業⽣の採⽤意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採⽤したい 71   28.9   
2 採⽤を検討したい 127    51.6   
3 採⽤は考えない 47   19.1   

無回答 1  0.4  
N （％ﾍﾞｰｽ） 246    100    

名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 
通信教育課程の卒業⽣の採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈ 52   26.3   
2 2⼈ 15   7.6  
3 3⼈ 6  3.0  
4 4⼈ 0  0.0  
5 5⼈以上 5  2.5  
6 ⼈数は未確定 120    60.6   

無回答 0  0.0  
N （％ﾍﾞｰｽ） 198    100    
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３．調査結果のまとめ 

名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の卒業生に対する将来的な採

用意向人数の集計にあたっては、「（8）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信

教育課程の卒業生の採用意向について」の肯定的な回答数と、「（9）名古屋産業大学 現代ビジネス

学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の卒業生の採用人数について」の将来的な採用人数の各選択肢

（「1 人」、「2 人」、「3 人」、「4 人」、「5 人以上」、「人数は未確定」※）を乗じ、これを合計し、算出

した。 

※「5人以上」は最低数である「5人」として計算した。

「人数は未確定」とは、「（8）名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程

卒業生の採用意向について」において、「採用したい」、「採用を検討したい」と回答し将来的な採用

意向は示すが、アンケートの時点では将来的な採用人数について確定していないものである。したが

って、本調査では「人数は未確定」の将来的な採用人数を最低数である「1人」として計算した。 

下表より、名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の卒業生に対する

採用意向人数は「採用したい」のみで合計した場合、111人分となる。入学定員は200人であるため、

約0.6倍の採用意向を確保できている。 

また、「採用したい」、「採用を検討したい」を合計した場合、採用意向人数は 245 人分となり、こ

れは、入学定員200人に対して、約1.2倍の採用意向を確保できている。 

以上の調査結果と、今回の調査対象以外への進路も考えられることから、名古屋産業大学 現代ビ

ジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の卒業生の進路は十分に確保できるものと考える。

　回答数(件) 　回答数(件)

人数(人) 人数(人)

1人(A) 26 (a) (A)×(a) 26  1人(A) 52 (a) (A)×(a) 52   

2人(B) 8 (b) (B)×(b) 16  2人(B) 15 (b) (B)×(b) 30   

3人(C) 6 (c) (C)×(c) 18  3人(C) 6 (c) (C)×(c) 18   

4人(D) -  (d) (D)×(d) -    4人(D) -  (d) (D)×(d) -     

5人以上(E) 5 (e) (E)×(e) 25  5人以上(E) 5 (e) (E)×(e) 25   

人数は未確定(F) 26 (f) (F)×(f) 26  人数は未確定(F) 120 (f) (F)×(f) 120  

無回答 -  無回答 -  

※採用人数が無回答であった場合は、計算から除外した

合計採用意向 111 人 合計採用意向 245 人

「採用したい」
のみ

合計
「採用したい」

「採用を検討した
い」の合計

合計
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計画概要
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0
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0
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事業所の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 本社 250         79.6        
2 ⽀社 28           8.9          
3 単独事業所 36           11.5        

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 314         100         

事業所の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)% № カテゴリ 件数 (全体)%
1 愛知県 260     82.8      18 福島県 0          0.0        34 ⿃取県 0          0.0        

2 三重県 6          1.9        19 ⼭形県 0          0.0        35 島根県 0          0.0        

3 岐⾩県 6          1.9        20 宮城県 0          0.0        36 徳島県 0          0.0        

4 静岡県 5          1.6        21 秋⽥県 0          0.0        37 ⾹川県 0          0.0        

5 ⻑野県 3          1.0        22 岩⼿県 0          0.0        38 愛媛県 1          0.3        

6 ⼭梨県 0          0.0        23 ⻘森県 0          0.0        39 ⾼知県 0          0.0        

7 神奈川県 1          0.3        24 北海道 0          0.0        40 福岡県 0          0.0        

8 東京都 9          2.9        25 滋賀県 0          0.0        41 佐賀県 0          0.0        

9 埼⽟県 1          0.3        26 京都府 1          0.3        42 ⻑崎県 0          0.0        

10 千葉県 1          0.3        27 ⼤阪府 6          1.9        43 熊本県 1          0.3        

11 茨城県 0          0.0        28 兵庫県 0          0.0        44 ⼤分県 0          0.0        

12 栃⽊県 0          0.0        29 奈良県 0          0.0        45 宮崎県 0          0.0        

13 群⾺県 1          0.3        30 和歌⼭県 0          0.0        46 ⿅児島県 0          0.0        

14 新潟県 0          0.0        31 岡⼭県 0          0.0        47 沖縄県 0          0.0        

15 富⼭県 1          0.3        32 広島県 1          0.3        無回答 7          2.2        

16 ⽯川県 0          0.0        33 ⼭⼝県 0          0.0        N （％ﾍﾞｰｽ） 314     100       

17 福井県 3          1.0        
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  事業所の業種
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 農業・林業 3                1.0             
2 鉱業・採⽯業・砂利採取業 0                0.0             
3 製造業 67              21.3           
4 情報通信業 7                2.2             
5 卸売業・⼩売業 44              14.0           
6 不動産業・物品賃貸業 11              3.5             
7 宿泊業・飲⾷サービス業 3                1.0             
8 教育・学習⽀援業 10              3.2             
9 複合サービス業 3                1.0             
10 公務（他に分類されるものを除く） 8                2.5             
11 漁業 0                0.0             
12 建設業 56              17.8           
13 電気・ガス・熱供給・⽔道業 2                0.6             
14 運輸業・郵便業 12              3.8             
15 ⾦融業・保険業 3                1.0             
16 学術研究・専⾨技術サービス業 14              4.5             
17 ⽣活関連サービス業・娯楽業 5                1.6             
18 医療・福祉 23              7.3             
19 サービス業（他に分類されないもの） 33              10.5           
20 その他 10              3.2             

無回答 0                0.0             
N （％ﾍﾞｰｽ） 314            100            
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今年度(令和5年４⽉⼊社)の新卒採⽤⼈数

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈〜4⼈ 102         32.5        
2 5⼈〜9⼈ 21           6.7          
3 10⼈〜19⼈ 26           8.3          
4 20⼈以上 41           13.1        
5 採⽤していない 124         39.5        

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 314         100         

今後の採⽤⽅針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 毎年、安定的に採⽤していくと思う 127            40.4           
2 できれば、毎年安定的に採⽤していくと思う 57              18.2           
3 毎年ではないが、ある程度は安定的に採⽤していくと思う 40              12.7           
4 増員が必要になった場合に、採⽤を考える 46              14.6           
5 ⽋員が出た場合に、採⽤を考える 20              6.4             
6 当⾯、採⽤は⾏わないと思う 24              7.6             

無回答 0                0.0             
N （％ﾍﾞｰｽ） 314            100            
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  名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の社会的必要性
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会的必要性が⾼い分野である 87              30.0           
2 ある程度、社会的必要性を感じる 159            54.8           
3 あまり必要性を感じない 36              12.4           
4 必要性はない 7                2.4             

無回答 1                0.3             
N （％ﾍﾞｰｽ） 290            100            
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  名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の
「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、重要と考えるもの(第1位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会⼈としての広い視野と理解⼒を持っている 125            50.8           
2 経済・経営の基礎的、専⾨的な知識・能⼒を習得 54              22.0           
3 社会変化への対応⼒を⾝につけている 45              18.3           
4 現代ビジネスが抱える課題への対応⼒ 21              8.5             

無回答 1                0.4             
N （％ﾍﾞｰｽ） 246            100            
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  名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程の
「学⽣に修得させる能⼒ 」 で、重要と考えるもの(第2位)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 社会⼈としての広い視野と理解⼒を持っている 46              18.7           
2 経済・経営の基礎的、専⾨的な知識・能⼒を習得 61              24.8           
3 社会変化への対応⼒を⾝につけている 93              37.8           
4 現代ビジネスが抱える課題への対応⼒ 38              15.4           

無回答 8                3.3             
N （％ﾍﾞｰｽ） 246            100            
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名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科
 通信教育課程の卒業⽣の採⽤意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採⽤したい 71           28.9        
2 採⽤を検討したい 127         51.6        
3 採⽤は考えない 47           19.1        

無回答 1             0.4          
N （％ﾍﾞｰｽ） 246         100         

名古屋産業⼤学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 
通信教育課程の卒業⽣の採⽤⼈数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈ 52           26.3        
2 2⼈ 15           7.6          
3 3⼈ 6             3.0          
4 4⼈ 0             0.0          
5 5⼈以上 5             2.5          
6 ⼈数は未確定 120         60.6        

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 198         100         
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【名古屋産業大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 通信教育課程 採用意向調査 調査対象一覧】
管理番号 都道府県名 企業名

1 愛知県 株式会社エイジェック
2 愛知県 昭和印刷株式会社
3 愛知県 株式会社共⽴メンテナンス
4 愛知県 株式会社学生情報センター
5 愛知県 丸善雄松堂株式会社
6 愛知県 名古屋菅公学生服株式会社
7 愛知県 電子システム株式会社
8 愛知県 ⾃衛隊愛知地⽅協⼒本部
9 愛知県 株式会社創工社
10 愛知県 株式会社ジェイネット
11 愛知県 株式会社紀伊國屋書店
12 愛知県 株式会社内⽥洋⾏
13 愛知県 株式会社インテルプレス
14 愛知県 株式会社JSコーポレーション
15 愛知県 株式会社Ｆｕｊｉｔａｋａ
16 愛知県 株式会社福⽥商会
17 愛知県 株式会社すてっぷ
18 愛知県 株式会社⼤橋⾃動⾞
19 愛知県 ⼤池運輸株式会社
20 愛知県 イスコジャパン株式会社
21 愛知県 株式会社川本製作所
22 愛知県 シマツ株式会社
23 愛知県 ⼤和機工株式会社
24 愛知県 東亜エレクトロニクス株式会社
25 愛知県 富永電機株式会社
26 愛知県 日本報知機株式会社
27 愛知県 丸太運輸株式会社
28 愛知県 名機ゴム株式会社
29 愛知県 株式会社松浦組
30 愛知県 笠置産業株式会社
31 愛知県 ミタチ産業株式会社
32 愛知県  綜合警備保障株式会社
33 愛知県 社会福祉法人かなえ福祉会
34 愛知県 尾張旭市役所
35 愛知県 株式会社メイコン
36 愛知県 株式会社トヨタレンタリース名古屋
37 愛知県 クレストテクノロジーズ株式会社
38 愛知県 学校法人昇龍学園　幼保連携型認定こども園　浄⽔松元幼稚園
39 愛知県 株式会社三和スクリーン銘板
40 愛知県 学校法人慶和学園
41 愛知県 株式会社日成電機製作所
42 愛知県 医療法人清⽔会
43 愛知県 加賀産業株式会社
44 愛知県 社会福祉法人九十九会
45 愛知県 K.K.ガード・リサーチ
46 愛知県 信和建設株式会社
47 愛知県 コミュニティー・ホッ，ト・タイム
48 愛知県 春日井開発株式会社
49 愛知県 環境省　中部地⽅環境事務所
50 愛知県 宝和化学株式会社
51 愛知県 社会福祉法人一期一会福祉会
52 愛知県 松阪興産株式会社
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管理番号 都道府県名 企業名
53 愛知県 山宗株式会社
54 愛知県 特定非営利活動法人かくれんぼ
55 愛知県 有限会社加藤石材
56 愛知県 株式会社光和設計
57 愛知県 社会福祉法人フィロス
58 愛知県 社会福祉法人カリヨン福祉会
59 愛知県 瀬⼾市役所
60 愛知県 山崎工業株式会社
61 愛知県 株式会社オータケ
62 愛知県 新栄機工株式会社
63 愛知県 有限会社守山製砥所
64 愛知県 株式会社矢場とん
65 愛知県 株式会社ユー・エス・エス
66 愛知県 あいち豊⽥農業協同組合
67 愛知県 ネッツトヨタ中部株式会社
68 愛知県 学校法人菊武学園　菊華高等学校
69 愛知県 株式会社Ｂｒａｉｎ　Ｆｏｒｅｓｔ
70 愛知県 株式会社豊造園
71 愛知県 株式会社ＡＴグループ
72 愛知県 ハートランド株式会社
73 愛知県 学校法人尾関学園　誉高等学校
74 愛知県 株式会社丸宗
75 愛知県 愛知信⽤⾦庫
76 愛知県 株式会社トヨタレンタリース愛知
77 愛知県 明和工業株式会社
78 愛知県 山城土木株式会社
79 愛知県 株式会社協⽴
80 愛知県 翼電気
81 愛知県 ⼤同テクニカ株式会社
82 愛知県 明弘株式会社
83 愛知県 瀧冨工業株式会社
84 愛知県 株式会社安達組
85 愛知県 学校法人藤浪学園　へいわこども園
86 愛知県 小牧市役所
87 愛知県 児童発達支援センター　のぞみ学園
88 愛知県 春日井市役所
89 愛知県 社会福祉法人明知会
90 愛知県 社会福祉法人名古屋市社会福祉協議会
91 愛知県 医療法人和光会　介護⽼人保健施設清風苑
92 愛知県 社会福祉法人墨友会　特別養護⽼人ホームサンヴェール尾張旭
93 愛知県 社会福祉法人みよし市社会福祉協議会
94 愛知県 株式会社システムサーバー
95 愛知県 株式会社ゲオホールディングス
96 愛知県 旭千代⽥工業株式会社
97 愛知県 株式会社名友産商
98 愛知県 飯⽥クリニック
99 愛知県 ひだかこどもクリニック
100 愛知県 医療法人永桜会　本郷安富クリニック
101 愛知県 株式会社テクノシンエイ
102 愛知県 中部グローバル⻘果株式会社
103 愛知県 名古屋港木材倉庫株式会社
104 愛知県 株式会社星が丘⾃動⾞学校
105 愛知県 株式会社ベストリイム
106 愛知県 三興技研株式会社
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管理番号 都道府県名 企業名
107 愛知県 杉山重工株式会社
108 愛知県 横山興業株式会社
109 愛知県 株式会社岩⽥商会
110 愛知県 ミクニ電機株式会社
111 愛知県 株式会社山一ハガネ
112 愛知県 株式会社プライムソフトサービス
113 愛知県 朝日工業株式会社
114 愛知県 株式会社アシスト
115 愛知県 株式会社桶庄
116 愛知県 正光建設株式会社
117 愛知県 辻村工業株式会社
118 愛知県 ミサワリフォーム中部株式会社
119 愛知県 株式会社村瀬組
120 愛知県 富士丸産業株式会社
121 愛知県 株式会社ナルド電機
122 愛知県 株式会社かど屋
123 愛知県 株式会社佐川印刷
124 愛知県 尾張旭市商工会
125 愛知県 ユーアイ精機株式会社
126 愛知県 尾張陸運有限会社
127 愛知県 尾張旭市保養センター尾張あさひ苑
128 愛知県 株式会社ビジネスソリューション
129 岐阜県 株式会社Ｎｏｔｏカレッジ
130 岐阜県 安藤鉄工株式会社
131 岐阜県 株式会社アクトス
132 岐阜県 たんぽぽ薬局株式会社
133 三重県 株式会社エルテックス
134 三重県 ツルタ工業株式会社
135 三重県 学校法人津⽥学園
136 三重県 日産プリンス三重販売株式会社
137 三重県 学校法人享栄学園
138 ⼤阪府 ナビオコンピュータ株式会社
139 ⼤阪府 日本生命保険相互会社
140 ⼤阪府 株式会社日本トラフィックサービス
141 ⼤阪府 株式会社ケア２１
142 ⼤阪府 株式会社スタジオアリス
143 福井県 フェニックスリース株式会社
144 福井県 ゲンキー株式会社
145 福井県 福井県警察本部
146 富山県 株式会社日本空調北陸
147 ⻑野県 株式会社原鉄
148 ⻑野県 三和ロボティクス株式会社
149 静岡県 ⼤石建設株式会社
150 静岡県 東海保安システム株式会社
151 静岡県 静岡県警察本部
152 静岡県 株式会社暖香園
153 静岡県 協和医科器械株式会社
154 神奈川県 株式会社⼤勝
155 東京都 ⼤陽ステンレススプリング株式会社
156 東京都 株式会社ミニミニ
157 東京都 株式会社テツゲン
158 東京都 管清工業株式会社
159 東京都 株式会社ツリーベル
160 東京都 ユナイト株式会社
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管理番号 都道府県名 企業名
161 東京都 株式会社スポーツフィールド
162 東京都 株式会社トップ
163 東京都 株式会社マルハン
164 東京都 日研トータルソーシング株式会社
165 東京都 株式会社オンデーズ
166 埼玉県 ケイアイスター不動産株式会社
167 千葉県 コンピュータエデュケーションシステム株式会社
168 群馬県 株式会社ヤマダホームズ
169 宮城県 東洋ワーク株式会社
170 広島県 株式会社ダイキエンジニアリング
171 愛媛県 株式会社伊藤架設
172 熊本県 阿蘇森林組合
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資料 2６ 

名古屋産業大学 求人件数の推移 

 

 

名古屋産業大学作成 

  

名古屋産業大学求人数の推移

年度＼区分
建設

不動産
製造 運輸 情報通信 飲食宿泊 卸売小売 金融 医療福祉

サービス
その他

合計

平成30年度 1,256 1,709 387 1,622 414 2,503 165 1,957 2,104 12,117

令和元年度 1,271 1,794 398 1,534 401 2,406 179 2,142 2,070 12,195

令和2年度 1,415 1,994 371 1,454 323 2,221 186 2,759 2,256 12,979

令和3年度 1,413 1,831 345 1,372 274 1,976 170 2,713 2,187 12,281

令和4年度 1,775 2,300 440 1,599 332 2,496 192 2,966 2,548 14,648

12,117 12,195

12,979

12,281

14,648

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
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14,000

16,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
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資料２７ 

名古屋産業大学 卒業者に占める就職者数の割合の比較 

 

 

文部科学省「学校基本調査」を基に作成 

 

※卒業者に占める就職者の割合＝就職者÷卒業者 

※卒業者(進学者を除く)に占める就職者の割合＝就職者÷（卒業者－進学者） 

平成30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

卒業者 572,639 573,947 583,518 590,137 590,162

進学者 60,363 59,910 63,334 66,976 68,012

就職者 446,882 446,082 432,790 439,683 448,073

卒業者に占める就職者

の割合
78.0% 77.7% 74.2% 74.5% 75.9%

卒業者(進学者を除く)に

占める就職者の割合
87.2% 86.8% 83.2% 84.0% 85.8%

卒業者 101,068 102,228 105,599 105,194 104,465

進学者 1,439 1,496 1,727 1,996 1,975

就職者 89,332 89,679 86,578 88,506 89,943

卒業者に占める就職者

の割合
88.4% 87.7% 82.0% 84.1% 86.1%

卒業者(進学者を除く)に

占める就職者の割合
89.7% 89.0% 83.4% 85.8% 87.8%

卒業者 85 85 123 131 125

進学者 1 1 4 4 2

就職者 79 77 108 110 118

卒業者に占める就職者

の割合
92.9% 90.6% 87.8% 84.0% 94.4%

卒業者(進学者を除く)に

占める就職者の割合
94.0% 91.7% 90.8% 86.6% 95.9%

全体

本学

現代ビジネス

学科

商学・経済

学科関係
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況 別紙１

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 愛知県 42人 25.5%

2 岐阜県 15人 9.1%

3 静岡県 6人 3.6%

4 三重県 5人 3.0%

5 鹿児島県 5人 3.0%

全　　体 165人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 愛知県 100.88% 102.06% 101.74%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 社会科学系学部（大学） 101.56% 102.73% 102.70%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２-１

大学学部学科等名：現代ビジネス学部現代ビジネス学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

30人 30人 30人 20人 20人 26人 
延べ人数 志願者数 41人 61人 48人 42人 44人 47人 

受験者数 41人 61人 48人 42人 42人 47人 
合格者数 41人 60人 48人 42人 40人 46人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 10人 6人 4人 5人 5人 

実 人 数 志願者数 41人 61人 45人 42人 42人 46人 
受験者数 41人 61人 45人 42人 41人 46人 
合格者数 41人 60人 45人 42人 40人 46人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 2人 10人 3人 4人 5人 5人 

39人 50人 43人 38人 35人 41人 
70人 70人 70人 50人 50人 62人 

延べ人数 志願者数 102人 165人 95人 96人 106人 113人 
受験者数 102人 164人 95人 96人 105人 112人 
合格者数 102人 164人 95人 96人 105人 112.4
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 3人 5人 4人 5人 2人 3.8

実 人 数 志願者数 102人 165人 94人 96人 105人 112.4
受験者数 102人 164人 94人 96人 104人 112
合格者数 102人 164人 94人 96人 104人 112
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 3人 5人 3人 5人 2人 3.6

99人 159人 91人 91人 103人 108.6
50人 50人 50人 40人 40人 46

延べ人数 志願者数 29人 78人 91人 55人 41人 58.8
受験者数 27人 71人 81人 51人 39人 53.8
合格者数 27人 71人 81人 48人 39人 53.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 11人 36人 56人 30人 30人 32.6

実 人 数 志願者数 29人 74人 83人 55人 33人 54.8
受験者数 27人 67人 73人 51人 30人 49.6
合格者数 27人 67人 73人 48人 30人 49
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 11人 32人 48人 30人 21人 28.4

16人 35人 25人 18人 9人 20.6
0人 0人 10人 10人 10人 6

延べ人数 志願者数 0人 0人 58人 32人 32人 24.4
受験者数 0人 0人 58人 32人 32人 24.4
合格者数 0人 0人 58人 31人 32人 24.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 53人 30人 32人 23

実 人 数 志願者数 0人 0人 30人 28人 21人 15.8
受験者数 0人 0人 30人 28人 21人 15.8
合格者数 0人 0人 30人 27人 21人 15.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 25人 26人 21人 14.4

0人 0人 5人 1人 0人 1.2
40人 40人 30人 30人 30人 34

延べ人数 志願者数 18人 32人 12人 0人 4人 13.2
受験者数 18人 29人 12人 0人 3人 12.4
合格者数 18人 15人 10人 0人 3人 9.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 2人 1人 2人 0人 0人 1

実 人 数 志願者数 18人 31人 12人 0人 4人 13
受験者数 18人 28人 12人 0人 3人 12.2
合格者数 18人 15人 10人 0人 3人 9.2
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 2人 1人 2人 0人 0人 1

16人 14人 8人 0人 3人 8.2
190人 190人 150人 150人 150人 166人 

延べ人数 志願者数 190人 336人 304人 225人 227人 256人 
受験者数 188人 325人 294人 221人 221人 250人 
合格者数 188人 310人 292人 217人 219人 245人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 18人 52人 121人 69人 69人 66人 

実 人 数 志願者数 190人 331人 264人 221人 205人 242人 
受験者数 188人 320人 254人 217人 199人 236人 
合格者数 188人 306人 252人 213人 198人 231人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 18人 48人 81人 65人 49人 52人 

170人 258人 172人 148人 150人 180人 

２．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

190人 190人 150人 150人 150人 166
0.89 1.36 1.15 0.99 1.00 1.08
0.90 0.84 0.68 0.69 0.76 0.78

入 学 定 員 充 足 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
R3総合型選抜入試実数ですが1名経営専門職学科より転科合格の為、入学者が43人になっております。

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

総
合
型
選
抜

そ
の
他
の
特
別
選
抜

一
般
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

入 学 定 員

歩 留 率

合
計

募集人数

入学者数

募集人数

入学者数
募集人数

募集人数

入学者数

入学者数
募集人数

入学者数
募集人数

入学者数
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間） 別紙２-２

大学学部学科等名：現代ビジネス学部経営専門職学科
（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）

１．各選抜方法の状況
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

10人 10人 10人 10人 
延べ人数 志願者数 11人 5人 6人 7人 

受験者数 9人 5人 6人 7人 
合格者数 8人 5人 6人 6人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 2人 1人 

実 人 数 志願者数 10人 5人 6人 7人 
受験者数 9人 5人 6人 7人 
合格者数 8人 5人 6人 6人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 2人 1人 

8人 4人 4人 5人 
15人 15人 15人 15人 

延べ人数 志願者数 5人 10人 11人 9人 
受験者数 5人 10人 11人 9人 
合格者数 5人 10人 11人 9人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 5人 10人 11人 9人 
受験者数 5人 10人 11人 9人 
合格者数 5人 10人 11人 9人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 1人 0人 0人 

5人 9人 11人 8人 
15人 15人 15人 15人 

延べ人数 志願者数 3人 3人 1人 2人 
受験者数 3人 3人 0人 2人 
合格者数 3人 3人 0人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 3人 0人 1人 

実 人 数 志願者数 3人 3人 1人 2人 
受験者数 3人 3人 0人 2人 
合格者数 3人 3人 0人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 3人 0人 1人 

3人 0人 0人 1人 
0人 0人 0人 

延べ人数 志願者数 1人 3人 2人 
受験者数 1人 3人 2人 
合格者数 1人 3人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 3人 2人 

実 人 数 志願者数 1人 3人 2人 
受験者数 1人 3人 2人 
合格者数 1人 3人 2人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 
辞退者数 1人 3人 2人 

0人 0人 0人 
0人 

延べ人数 志願者数 0人 
受験者数 0人 
合格者数 0人 
うち追加合格者数 0人 
辞退者数 0人 

実 人 数 志願者数 0人 
受験者数 0人 
合格者数 0人 
うち追加合格者数 0人 
辞退者数 0人 

0人 
40人 40人 40人 24人 

延べ人数 志願者数 19人 19人 21人 12人 
受験者数 17人 19人 20人 11人 
合格者数 16人 19人 20人 11人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 6人 5人 2人 

実 人 数 志願者数 19人 19人 21人 12人 
受験者数 17人 19人 20人 11人 
合格者数 16人 19人 20人 11人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 6人 5人 2人 

16人 13人 15人 0人 

２．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

40人 40人 40人 40
0.40 0.33 0.38 0.37
1.00 0.68 0.75 0.81

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：名古屋産業大学現代ビジネス学科のオープンキャンパス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 380人 424人

うち受験対象者数(b) 272人 293人

うち受験者数(c) 84人 86人

うち入学者数(d) 75人 77人

（受験率 c/b） 30.9% 29.4%

（入学率 d/b） 27.6% 26.3%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：名古屋産業大学経営専門職学科のオープンキャンパス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 46人 71人

うち受験対象者数(b) 34人 48人

うち受験者数(c) 14人 10人

うち入学者数(d) 13人 8人

（受験率 c/b） 41.10% 20.80%

（入学率 d/b） 38.20% 16.60%

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：名古屋産業大学現代ビジネス学部の入学案内の配付（郵送）

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 6,132人 5,598人

うち受験対象者数(b) 不明 不明

うち受験者数(c) 78人 57人

うち入学者数(d) 64人 50人

（受験率 c/b） #VALUE! #VALUE!

（入学率 d/b） #VALUE! #VALUE!

④募集を行った学科等名称及び取組の名称：

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

⑤募集を行った学科等名称及び取組の名称：

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

①取組概要

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想され
る入学者の人数を分析してください。

①取組概要
受験希望者を対象としてキャンパスを開放し、既設組織の特色や養成する人材像の紹介、模擬授業、在学生との懇
談、施設案内を実施。
R5年度入試対象（R4開催）：計18回開催
(4/29.5/14.6/11.7/9.7/23.7/30.8/6.8/7.8/19.8/27.9/23.10/8.10/9.11/5.12/10.1/21.2/11.3/21)
R4年度入試対象（R3開催）：計18回開催
(4/29.5/15.6/12.7/10.7/22.7/31.8/7.8/8.8/23.8/28.9/2510/9.10/10.11/13.12/11.1/22.2/11.3/22)
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
本学のオープンキャンパス参加者から入学率がおおよそ27％(スポーツ特待生は除く)であり、定員確保のためには受
験対象者数が実人数で380人は必要になる。(スポーツ特待生の入学者が50人程でオープンキャンパスにはほぼ参加を
しない)
③当該年度で卒業年次の高校生

①取組概要
受験希望者を対象としてキャンパスを開放し、既設組織の特色や養成する人材像の紹介、模擬授業、在
学生との懇談、施設案内を実施。
R5年度入試対象（R4開催）：計18回開催
(4/29.5/14.6/11.7/9.7/23.7/30.8/6.8/7.8/19.8/27.9/23.10/8.10/9.11/5.12/10.1/21.2/11.3/21)
R4年度入試対象（R3開催）：計18回開催
(4/29.5/15.6/12.7/10.7/22.7/31.8/7.8/8.8/23.8/28.9/2510/9.10/10.11/13.12/11.1/22.2/11.3/22)
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
本学のオープンキャンパス参加者から歩留まりが27％であり、定員確保のためには受験対象者実人数が
160人は必要になる。
③当該年度で卒業年次の高校生

①取組概要
名古屋産業大学現代ビジネス学部にきた資料請求を含めた、入学案内の配
付数。(資料請求等学年が未記入な事も多々あり受験対象者数を集計するこ
とができない)
②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
本学の資料配付からの歩留まりが1～2％であるため、定員確保のためには
10000以上の入学案内の配付が必要になる。

①取組概要

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想され
る入学者の人数を分析してください。
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